やや うち 

も 皆 同じような 卦 でした から、 稍 安心して 家へ 帰り ま 

した。 

それから 一週間 も 経って、 身許 不明の 女の 溺死体が 

あがった と 云う 記事が 土地の 新聞に 載りました ので、 

早速 駆けつけて 見ます と、 それ はや はり 私の 母で ござ 

まう 

いました。 母 は 途中の 某と 云う 川の 土手 を 歩いて いて、 

あやま 

過って 川の 中へ 落ちて 溺死した ものでした。 それ か 

ら、 これ はずつ と 後に 聞いた ことです が、 易に 動いて 

いるよう に 出た の は、 死体が 流れて いたから だそう で 

ございます。 (某 女談) 
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